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実験 3 アルカリ処理したチタン多孔体の生体活性性の検討 






処理の Ti-85に対して高い値を示した。埋入 2週後の骨面積率は，アルカリ処理した Ti-85が高
い値を示し，一方，埋入 3週後では未処理の Ti-85との差は認めなかった。 
これらの結果より，チタン多孔体へのアルカリ処理により，高い生体活性性が付与でき，骨形
成を促進することが明らかとなった。 
 
以上より，樹脂基材含浸焼結法とアルカリ処理にて製作した生体活性チタン多孔体は，骨形成
を促進する新規骨再建材料として有用であることが示唆された。 
